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Ⅰ．はじめに
　2013年６月26日から29日にかけて，第18回ヨーロッパ
スポーツ科学会議（18thAnnual Congress of the ECSS; 
ECSS2013）がスペインのバルセロナで開催された。ヨー
ロッパスポーツ科学会議（以下ECSS）は，1996年に第
1回の大会がフランスのニースで開催されて以来，毎年
ヨーロッパ各地にて大会が開催されている。参加者は
年々増加しており1），ECSS2013には3,112名の参加があ
り，参加の国と地域は75と報告されている2）。
　大会では，生理学，バイオメカニクス，栄養学，社会学，
心理学，体力医学，教育学などスポーツに関する幅広い
分野の研究発表が行われており，各国の研究者との情報
交換や最新の研究動向の把握をすることができる。近年
はサテライトの研究会や若年研究者向けワークショップ
なども開催され，研究報告ばかりではなく研究者の教育
や育成も積極的に行っている。
　また1998年より，日本の体力医学会（JSPFSM）との
合同シンポジウム（Exchange Symposium）が開催され
るようになり，日本人の参加者も多く，今年度は日本人
参加者が最も多かった。本論では，ECSS2013の内容に
ついて報告する。
Ⅱ．学会概要
　ECSS2013が開催されたバルセロナは，スペイン，正
式にはエスパーニャ王国の北東部カタルーニャ州の州都
であり，地中海に面した場所にある。日本からの直行便
はなく，パリやアムステルダムなどのヨーロッパ主要空
港を経由して行く必要がある。バルセロナの広さは102
㎢で，スペイン人口の約４％，162万人とされている。
しかし，バルセロナは周辺地域を含めて巨大なバルセロ
ナ経済圏を形成しており，カタルーニャ州全体の工業生
産の６割が集中しているなど，近隣都市も含めると約
480万人の経済圏となっている3）。
　バルセロナはアントニオ・ガウディの建築物で知られ
ているが，他にもピカソやミロなどの美術館もあり，芸
術の町として有名である。また，1992年に開催されたバ
ルセロナ・オリンピックの地としても有名である。
　学会会場は，バルセロナの町を見下ろすモンジュイッ
クの丘の上に位置するオリンピックスタジアム（写真
１：オリンピックスタジアム）に隣接したthe National 
Institute of Physical Education of Catalonia（INEFC）
のキャンパスにて行われた（写真２：キャンパス入口）。
会場まではモンジュイックの丘へ続く道路をひたすら歩
くか，丘のふもとにあるカタルーニャ美術館脇から続く
１）北翔大学人間福祉学部福祉心理学科
２）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
３）北翔大学生涯学習システム学部学習コーチング学科
写真１　オリンピックスタジアム
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エスカレータを乗り継いで行くことができる（写真３：
エスカレータ）。初日，道路を歩いたが，気温が高い中，
長く続く上り坂を歩いて行くことは，時間もかかり思い
の外困難であったことから，次の日からはエスカレー
タを使用した。初日に歩いて上った道は，バルセロナ・
オリンピックの際にマラソンのコースとなった道路で，
ゴールのスタジアムへと続いている（写真４：マラソン
コースの坂道）。この道で，当時の代表選手有森裕子は
ロシアのワレンティナ・エゴロアとデッドヒートの末に
破れ，２位となった。坂道はテレビ観戦で見た以上に急
で長く，今更ながら敗れた有森選手を称えたい気持ちで
あった。会場のINEFCのキャンパスは広く（写真５：キャ
ンパス外），キャンパス内には様々な競技用機器も設置
されていた（写真６：キャンパス内）。
　学会は，４日間に４つのPlenary Session，143のInvited 
presentation, 465の口頭発表（Oral Presentation）, 1,228
の口頭発表付ポスター発表（Mini-Oral Presentation），
454のポスター発表（E-poster not-debated）の他に，学会
行事としてOpening Ceremony, Honorary Lecture, YIA 
Award, Closing Ceremonyが組み込まれている4，5）。開催
時間は，初日15：00から21：00，２から４日目８：30から
19：30となっていた。
　今大会のテーマは「UNIFYING SPORT SCIENCE」
写真２　キャンパス入り口 写真４　マラソンコースの坂道
写真６　キャンパス内
写真５　キャンパス外
写真３　エスカレータ
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となっており，毎日のPlenary Sessionでは，脳科学，
生理学，バイオメカニクス，リハビリテーションという
スポーツ科学の基礎となる分野の講演が行われた。４日
目最後のHonorary Lectureでは，Bengt Saltin教授に
よる「Sport Science, in the World of Science」という
講演があった。Saltin教授は，ECSSの設立メンバーの
一人で，初代の学会長である。研究業績としても，筋肉
の生理学を中心に非常に多く，世界を代表する研究者の
一人でもある。Saltin教授の元には，日本からも多くの
研究者が筋生理を学びに訪れているためか，ヨーロッパ
で開催される他学会でも非常に気さくに会話を交わして
くれる（写真７：Saltin教授）。今回の講演は，これま
での学会の歴史と自らの研究史を振り返ると共に，これ
からのスポーツ科学の研究の方向性を伝えるもので，研
究者として考えさせられる内容であった。この講演に対
しては，参加者全員が尊敬と感動をもって拍手を送った。
　企業展示は，次期開催委員会の展示も含めて68の団体
の展示があり，前回参加したECSS2011よりもさらに多
かった（写真８：企業展示）。測定機器の小型化，簡便化，
高性能化はめざましく，我々が行っている身体活動量測
定の機器も，さらに高性能になっていた。その一方で，
測定評価に関するセッションでは，測定の正確さが議論
される場面もあり，安価で使いやすい一般健康用の測定
器と高価な研究用測定器の使い分けが難しいと考えられ
た。また，我々が進めている睡眠・覚醒リズムに関する
研究では，環境の照度測定が標準化されてきており，国
際学会のレベルに合う測定器の選択の必要性が考えられ
た。
Ⅲ．学会発表
　我々の発表は，「Seasonal differences in the life-style 
and mental health of middle and old age sports club 
members living in a northern area」というタイトル
で，口頭発表付ポスター発表として行った。北方圏生
涯スポーツ研究センター（以下SPOR）にて行っている
SPORクラブ会員の生活習慣と精神的健康の季節差を検
討した発表であった。今回の学会のポスター発表は全
てe-posterと呼ばれる方式になっており，その名の通り
紙ではなくPC画面で見るポスターとなっている。参加
者は自分のポスターを紙で持参するのではなく，事前に
pdfファイルで学会事務局宛に送ることになっていた。
会場では，ポスターをPC画面で確認できる場所が用意
されていた（写真９：ポスター確認場所）。
　口頭発表付ポスター発表は，パワーポイントで作成し
たポスター１枚を発表会場で提示しながら，２分間の発
表と２分間の討論を行うものであった。発表会場は，普
通の講義室がほとんどで，一部，画面の大きな場所も
あったが，情報を盛り込んだポスターは，会場の小さな
スクリーンでは非常に見づらく，口頭発表と同様の形式
になっているために近寄って見ることもできず，全体と
して発表内容を把握することは難しい環境であった（写
真10：発表会場の例）。また，座長によっては進行に時
間がかかるなど，新しい試みであったと思うが，発表環
写真８　企業展示 写真９　ポスター確認場所
写真７　Saltin教授
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境としては恵まれていなかった。そのため，我々の発表
では質問もなかったが，終了後に同じセッションになっ
た日本人発表者と若干の討論をすることができた。
　同じセッションの次の発表は，九州大学のグループ
で，身体活動のレベルと睡眠習慣に関する発表を行って
いた。今回我々が行った調査は，会員の実態とサポート
ニーズの把握を目的に実施した調査になっていたため，
身体活動の状況の詳細が把握できていない。身体活動基
準2013が示されたことを鑑みても，今後は，より詳細に
身体活動のレベルを把握して，睡眠・覚醒リズムとの関
連を研究していく必要があると考えられた。さらに，他
大学にて同様の研究を実施しているグループとも連携を
進め，北方圏住民の特徴を抽出していくことも必要であ
ると考えられた。
　なお，発表したポスターは文末に掲載した。
Ⅳ．まとめ
　ECSSの年次大会への参加者は年々増加しており，学
会の規模も拡大している。筆者自身は第5回の大会より
ほぼ毎年参加しているが，国内学会との共通点や相違点
などを把握することができる点は有意義であると考え
る。
　現在SPORではSPORクラブ会員の他，北海道内の住
民を対象とした研究が行われている。学会での報告にお
いては，その結果の一般化が求められることが多いが，
SPORの特色としての北方圏住民の特異的な結果を抽出
するためには，国際学会を通じて，他国の北方圏地域住
民の調査研究の手法や研究内容を参考にしていくことも
必要であると考えられた。
　次回のECSS2014はオランダのアムステルダムでの
開催が決定しており，テーマは「SPORT SCIENCE 
AROUND THE CANALS」となっている。アムステル
ダムは，北緯52度に位置し，地理的には北方圏と考えら
れるが，年平均気温は10度を超える温暖な地域となって
いる。北方圏でありながら積雪寒冷地域となっていない
地域でのスポーツの特色を観察したいと考える。
付　記
　本研修報告は，平成23年度から平成25年度文部科学省
「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」の助成を受け
て実施したものである。
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写真10　発表会場の例
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